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教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
懇
談
会
を
各
小
学
校
区
で
開
催
し
ま
し
た

　
10
月
下
旬
か
ら
11
月
下
旬
に
か

け
、
戸
狩
・
木
島
・
東
・
泉
台
・

秋
津
・
飯
山
・
常
盤
の
小
学
校
区

で
教
育
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
懇
談
会
で
は
、
教
育
委
員
会

及
び
学
校
長
か
ら
、
今
年
１
月
に

策
定
さ
れ
た
教
育
大
綱
、
現
在
の

学
校
や
子
ど
も
達
の
状
況
を
説
明

し
た
後
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

主
な
ご
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

・
生
徒
数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る

が
学
校
の
統
合
予
定
は
あ
る
か
。

・
生
徒
送
迎
の
保
護
者
運
転
で
は
、

ス
ピ
ー
ド
等
、
危
険
な
車
が
あ
る
。

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
て
ほ
し
い
。

・
部
活
動
に
つ
い
て
、
専
門
的
な

指
導
者
が
い
る
社
会
体
育
の
案
内

を
す
る
な
ど
、
受
入
れ
窓
口
を
減

ら
さ
な
い
で
ほ
し
い
。

・
特
別
支
援
学
校
と
の
交
流
授
業

を
今
後
も
続
け
て
ほ
し
い
。

・
学
校
の
空
き
教
室
を
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
活
用
で
き

た
ら
い
い
の
で
は
。

・
自
校
給
食
は
大
変
す
ば
ら
し
い

こ
と
。
ぜ
ひ
継
続
し
て
ほ
し
い
。

・
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
延
長
が
進
ん

で
い
る
が
、
早
い
時
期
の
設
置
を

お
願
い
し
た
い
。

　

各
校
区
に
よ
っ
て
置
か
れ
て
い

る
状
況
が
違
う
た
め
、
懇
談
会
の

内
容
は
異
な
り
ま
す
が
、
ど
の
懇

談
会
で
も
子
ど
も
達
へ
の
熱
い
思

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
の
教
育
行
政
に
活

か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
教
育
懇
談
会
の
資
料
及

び
発
言
要
旨
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

〜
飯
山
栄
チ
ー
ム
で
は
過
去
最
高
の
12
位
〜

     　
　

第
65
回
長
野
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
出
場

　
11
月
19
日
㈯
〜
20
日
㈰
の
２

日
間
、
第
65
回
長
野
県
縦
断
駅

伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

 

長
野
県
を
南
北
に
走
り
抜
く
22

区
間
１
７
５ 

・ 

５
キ
ロ
で
県

下
15
チ
ー
ム
が
争
い
、「
飯
山

栄
」
チ
ー
ム
も
選
手
一
丸
と

な
っ
て
晩
秋
の
信
濃
路
を
駆

け
抜
け
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
長
野
か
ら
岡
谷

ま
で
の
12
区
間
、
１
１
９
キ
ロ

で
行
わ
れ
、
第
２
区
で
石
澤

崇
紀
選
手
（
飯
山
市
）
が
区

間
５
位
、
後
半
の
第
11
区
で

　

今
年
は
２
０
１
６
年
。
21
世
紀

も
早
く
も
６
分
の
１
が
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

20
世
紀
が
終
わ
り
を
迎
え
、
い

よ
い
よ
新
し
い
世
紀
が
始
ま
る
と

い
う
時
に
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁

の
崩
壊
に
代
表
さ
れ
る
、
世
界
平

和
へ
の
期
待
で
し
た
。
20
世
紀
は

戦
争
の
世
紀
、
21
世
紀
を
象
徴

す
る
言
葉
は
き
っ
と
「
平
和
」
だ

ろ
う
と
、
そ
ん
な
こ
と
を
期
待
を

込
め
、
確
信
し
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
い
ざ
ス
タ
ー
ト
し
て
み

れ
ば
、
平
和
な
世
界
が
訪
れ
る

ど
こ
ろ
か
、
テ
ロ
を
始
め
と
し
て

戦
争
な
ど
の
国
家
間
の
争
い
、
異

民
族
間
の
争
い
、
更
に
は
、
人
と

人
と
の
争
い
な
ど
心
が
痛
む
ニ
ュ

ー
ス
ば
か
り
が
、
連
日
テ
レ
ビ
や

新
聞
で
報
道
さ
れ
て
い
る
の
が
現

実
で
す
。
人
間
は
争
わ
な
く
て
は

生
き
て
い
か
れ
な
い
生
き
物
な
の

だ
ろ
う
か
と
、切
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
思
う
反
面
、
自

分
自
身
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、

私
も
様
々
な
場
面
で
人
を
傷
つ

け
、
争
い
の
も
と
を
作
っ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

戦
争
も
テ
ロ
も
喧
嘩
も
ト
ラ
ブ

ル
も
、
元
を
た
だ
せ
ば
相
手
を
尊

重
す
る
気
持
ち
の
欠
如
、
自
分
を

振
り
返
る
心
の
欠
如
が
原
因
だ
と

思
い
ま
す
。
自
分
の
非
を
認
め
、

金
井
奎
選
手
（
飯
山
市
）
が
区
間

４
位
、
第
12
区
で
広
瀬
竜
也
選
手

（
栄
村
）
が
堂
々
の
区
間
賞
に
輝

き
、時
折
雨
の
降
る
悪
条
件
の
中
、

11
位
と
い
う
成
績
で
し
た
。

城
南
中
学
校
・
城
北
中
学
校　
第
10
回
北
信
越
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
出
場

　

11
月
12
日
㈯
、
長
野
県
青
少

年
健
全
育
成
県
民
大
会
が
飯
山

市
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
で
開
催

さ
れ
、
全
県
か
ら
５
０
０
名
を
超

え
る
関
係
者
が
飯
山
に
一
堂
に
会

し
ま
し
た
。

　
阿
部
県
知
事
、
足
立
市
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
い
て
行
わ
れ
た
表
彰

に
お
い
て
は
、深
堀
忠
夫
さ
ん(

飯

　

長
野
県
青
少
年
健
全
育
成
県
民
大
会
in
飯
山

　
髙
澤
勇
一
さ
ん　
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
で
表
彰

　

11
月
18
日
㈮
、
東
京
都
で
行

わ
れ
た
平
成
28
年
度
文
部
科
学

省
・（
公
社
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議

会
年
次
表
彰
式
で
、
瑞
穂
の
髙
澤

勇
一
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
髙
澤
さ
ん
は
飯
山
市
の

子
ど
も
育
成
会
連
絡
協
議
会
長

を
務
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

に
城
北
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
、
飯
水
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
長
、
長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
副
会
長
な
ど
を
歴
任
。
そ
の

功
績
に
対
し
て
賞
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

一
人
の
心
の
積
み
重
ね
　      

　       

飯
山
市
立
戸
狩
小
学
校
長
　
清
水
　
常
寿

人 権
学 習
シリーズ

阿部知事から表彰される関谷公典様

区間２位の佐藤聖也選手相
手
を
認
め
る
心
を
持
つ
こ
と

が
、
こ
の
世
の
中
か
ら
争
い
、
差

別
、
い
じ
め
を
な
く
す
こ
と
に
な

る
は
ず
で
す
。
些
細
な
ト
ラ
ブ
ル

は
あ
っ
て
当
然
で
す
が
、
ト
ラ
ブ

ル
に
な
っ
た
時
に
自
分
の
非
を
振

り
返
ら
れ
る
心
を
持
ち
た
い
も
の

で
す
。
一
人
一
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た

心
の
持
ち
方
が
、
や
が
て
は
世
の

中
を
動
か
す
大
き
な
力
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　
そ
れ
を
信
じ
て
、
ま
ず
は
自
分

自
身
が
そ
れ
を
実
践
し
て
い
く
こ

と
を
大
事
に
し
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
も
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
11
月
23
日
㈷
、
第
10
回
北
信

越
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
が
、

県
松
本
平
広
域
陸
上
競
技
場
周

回
コ
ー
ス
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
会
へ
は
11
月
3
日
㈷
に
行
わ

れ
た
長
野
県
中
学
校
駅
伝
競
走

大
会
で
、
男
子
総
合
成
績
１
０
０

チ
ー
ム
中
８
位
の
城
南
中
と
15
位

の
城
北
中
、
女
子
総
合
成
績
95

チ
ー
ム
中
21
位
の
城
南
中
が
出
場

し
ま
し
た
。

　

結
果
は
男
女
各
39
チ
ー
ム
中
、

男
子
総
合
は
城
南
中
が
20
位
、
城

北
中
が
33
位
。
女
子
総
合
は
城

南
中
が
37
位
の
結
果
を
収
め
ま
し

た
。

山
囲
碁
の
会)

が
長
野
県
知
事
表

彰
を
、
関
谷
公
典
さ
ん(

飯
山
市

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会)

、

丸
山
英
治
さ
ん
、山
﨑
仁
さ
ん(

と

も
に
飯
山
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会)

が
県
民
会
議
会
長
表
彰

を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
大
会
中
は
地
元
飯
山
の
皆

さ
ん
の
活
躍
も
随
所
に
見
ら
れ
、

司
会
に
は
飯
山
高
等
学
校
２
年
の

山
﨑
慈
さ
ん
と
土
屋
香
菜
子
さ
ん

が
あ
た
り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
飯
山
チ
ア
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「
Ｃ

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｙ
」
が
客
席
を
大
い
に

盛
り
上
げ
て
、
大
会
に
華
を
添
え

ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
作
品
発
表
や
現
状

報
告
、
講
演
な
ど
も
行
わ
れ
、
参

加
者
は
大
会
を
通
し
て
、
次
代
を

担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
へ

の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

11
月
26
日
㈯
、
飯
山
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
会
主
催
「
ジ
ュ
ニ
ア

の
た
め
の
競
技
力
向
上
講
座
」
が

市
武
道
館
を
会
場
に
初
め
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
市
内
中
学
生
を

対
象
と
し
て
お
り
、
当
日
は
城
南

中
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
を
始
め
市
内
中
学
生
18
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
の
た
め
の
競
技
力
向
上
講
座
を
開
催

城南中学校選手

城北中学校選手

　

講
師
に
服
部
正
秋
氏
（
国
際

自
然
環
境
ア
ウ
ト
ド
ア
専
門
学

校
専
任
講
師
）
と
沼
田
鉄
平
氏

（
沼
田
整
骨
院
長
）
を
招
き
、「
自

分
に
と
っ
て
最
適
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
方
法
を
知
る
た
め
の
知
識
」「
怪

我
予
防
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や

実
技
を
交
え
な
が
ら
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
松
本
か
ら
飯
田
ま
で

の
10
区
間
、
98
・
５
キ
ロ
で
行
わ

れ
、
14
区
で
佐
藤
聖
也
選
手
（
飯

山
市
）
が
区
間
２
位
、
第
16
区
で

山
崎
佑
太
郎
選
手
（
飯
山
市
）
が

区
間
５
位
、
第
18
区
で
金
井
奎
選

手
（
飯
山
市
）
が
区
間
４
位
、
第

20
区
で
は
髙
藤
陽
樹
選
手

（
飯
山
市
）
が
区
間
９
位
で

走
り
、
順
位
は
12
位
と
な

り
ま
し
た
。

　

１
日
目
、
２
日
目
の
合

計
タ
イ
ム
で
争
う
総
合
成

績
で
は
12
位
と
な
り
、
平

成
21
年
に
飯
山
栄
チ
ー
ム

が
結
成
さ
れ
て
以
降
、
最

高
順
位
と
な
り
ま
し
た
。


